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基本目標Ⅳ 安全安心なスポーツ活動のための環境整備 

推進項目 

（１）スポーツ施設の整備等 

（２）スポーツ施設の利用促進 

（３）安全なスポーツ活動の推進 

 

１ 体育施設整備事業 

体育施設の維持管理に要する大規模修繕の実施や競技用備品の購入により、安全で快適

なスポーツ環境を提供する。 

 

○修繕料     4,246,000 円 光ケ丘プール可動床駆動部修繕【債務負担行為】 

○委託料    6,545,000 円 光ケ丘野球場電光掲示板システム改修【債務負担行為】 

○工事請負費  46,596,000 円 

（内訳）光ケ丘野球場照明塔撤去工事             34,639,000 円 

平田Ｂ＆Ｇ海洋センタートレーニングルーム床改修工事 11,957,000 円 

○備品購入費  8,129,000 円 陸上競技場スリットビデオシステム 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 国体記念体育館改修事業 

平成３年の完成から 30 年が経過する国体記念体育館について、外壁や屋根、設備機器の

改修が必要となっていることから改修工事を行う。 

 

○委託料     23,137,000 円 国体記念体育館大規模改修工事（工事監理業務委託） 

（継続費／令和 4 年度～5 年度）契約額  33,099,000 円 

期間：令和 4 年 10 月 28 日から令和 6 年 3 月 15 日まで 

○工事請負費 1,277,287,000 円（継続費／令和 4 年度～5 年度）契約額 2,097,029,000 円 

 （内訳）国体記念体育館大規模改修工事（建築工事） 

        861,212,000 円（継続費／令和 4 年度～5 年度）契約額 1,431,012,000 円 

     国体記念体育館大規模改修工事（電気設備工事） 

        154,396,000 円（継続費／令和 4 年度～5 年度）契約額 235,378,000 円 

令和５年度におけるスポーツ推進計画の主な取組み状況について 
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     国体記念体育館大規模改修工事（機械設備工事） 

        261,679,000 円（継続費／令和 4 年度～5 年度）契約額 430,639,000 円 

 工期：令和 4 年 10 月 27 日から令和 6 年 3 月 15 日まで 

 

３ 八幡体育館改築事業 

耐震診断を実施した結果、耐震改修工事必要と判断された八幡体育館について、改築工事

を行う。 

 

○委託料   2,827,000 円 八幡体育館改築工事（地盤調査業務委託） 

○設計委託料 9,570,000 円（継続費／令和５年度～６年度）契約額 31,900,000 円 

 

 

４ その他 

（１）体育施設の一部廃止と休館日等の見直し 

老朽化や利用者が減少した体育施設について、令和 5 年度末で廃止する。また、屋内体

育施設の 12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までの休館日を除く週 1 回の休館や使用時間を見

直し、令和 6 年度から運用を開始する。 

 

①体育施設の廃止（令和５年度末） 

施設名 廃止理由 

酒田市体育館 建物の老朽化 

酒田市眺海の森テニスコート 施設の老朽化、利用者の減少 

酒田市眺海の森ちびっこゲレンデ 施設の老朽化、利用者の減少 

酒田市平田スキー場 施設の老朽化、利用者の減少 

人工スキー場（酒田市松山スキー場内） 施設の老朽化、利用者の減少 

 

②使用期間及び使用時間の変更（令和 6 年 4 月 1 日から） 

施設名 内容 

酒田市亀ケ崎記念会館 

酒田市南体育館 

酒田市国体記念体育館 

酒田市勤労者体育センター 

酒田市平田体育館 

酒田市鳥海地区体育館 

酒田市武道館 

酒田市平田 B&G 海洋センター体育館 

酒田市平田 B&G 海洋センタープール 

里仁館体育施設 

12 月 29 日から翌年 1 月 3 日までの

休館日以外の休館を廃止 

（酒田市平田B&G海洋センタープー

ルは開設期間中の休館を廃止） 
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酒田市八幡体育館 

酒田市平田体育館 

酒田市鳥海地区体育館 

酒田市修道館 

酒田市平田 B&G 海洋センター体育館 

使用時間を午前 9 時から午後 9 時ま

でに変更 

 

（２）熱中症警戒アラートへの対応 

猛暑日が続く中、体育施設における利用対策として、令和５年８月に２８か所の施設

へ熱中症指数計測器を配置した。熱中症指数を施設管理人が確認し、指数計の表示を基

に施設利用者へ熱中症等の注意喚起を行った。 

また、施設利用者が施設の利用前に、熱中症予防を理由としてキャンセルを申し出た

場合は、キャンセル料を徴収しない対応を行った。 

 

（３）酒田市ネーミングライツパートナーの募集 

令和 6 年４月１日から、市が保有する公共施設等の名称に企業名や商品名などの愛称

を付けることができるネーミングライツパートナーの募集を令和 5 年 12 月に開始した。

２つの体育施設にそれぞれ１社ずつの応募があり、市総務課において事務が進められて

いる。 


